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名古屋大学ＣＯＥ国際シンポジウム

｢DynamicsofthelceAgeClimate」報告

１．はじめに

2006年11月１３日から１５日にかけての３日

間，名古屋大学２１世紀ＣＯＥプログラム「太陽・

地球・生命圏相互作用系の変動学（代表：安成哲

三)」主催の国際シンポジウム「Dynamicsofthe

lceAgeClimate:氷期サイクルの謎にせまる－

氷河時代の気候ダイナミクスー」が名古屋大学シ

ンポジオンホールにて開催された．シンポジウム

の目的は，古気候の分野の大きな課題である「ミ

ランコヴィッチフォーシングと地球の気候の１０

万年周期」を主なテーマとし，氷床コア，黄土コ

ア，海底コア，湖底コアなどの堆積物データと古

気候モデルにたずさわる研究者を一堂に集めて議

論をする機会を設けることであり，各分野から世

界の最先端といってよい研究者を招隅した．以下

では報告者の主観的な印象とともに主要な発表を

紹介する．なお，趣旨とプログラムについては

COEのウェブサイトに掲載されているので参照

していただきたい．

http://www､coe､env.､agoya-u・acjp/meeting／

international/fyhl8/wsl6・hｔｍｌ

2．氷床コア

シンポジウムの最初のセッションは「氷床コ

ア」に関する３件の講演．ヨーロッパの深層掘削

プロジェクトＥＰＩＣＡを長年率いてきたＪ､Jou‐

zel氏に基調講演をお願いした．グリーンランド

のGRIＰとNGRIP，南極のＤｏｍｅＣとＥＤＭＬ

(コーネン基地）のコアの結果とそれらの相互比

較を次から次へと繰り出す圧倒的な迫力の内容で

あった．シンポジウムの直前に立て続けにＮａ‐

tureに掲載された２論文の内容も紹介され，私自

名古屋大学大学院環境学研究科藤田耕史

身たまたま目を通していたから何とか話について

いけたものの，他分野の聴衆が話についてきてい

るのだろうかと座長として心配になるほど盛りだ

くさんな内容であった．しかし，そのような心配

をよそに大変活発な議論が交わされた．他の堆積

物コアや古気候モデリングの研究者は常々氷床コ

アの結果を意識しながら似たような時間スケール

の研究をしているためか，氷床コアの問題を直接

扱っていない雪氷研究者よりもかえってＥPICA

の結果への興味は強いのかもしれないと感じた．

年代，人的資源，分析・解析能力で完全に

EPICAの後塵を拝している日本のＤｏｍｅFujiの

コアは，Jouzel氏の発表のあとではいささか迫

力不足となることが心配されたが，川村賢二氏に

よる０２/Ｎ２比をもちいた氷床コアの絶対年代決

定と氷期の終了（ターミネーション）がミランコ

ヴィッチサイクルのどの要素によって引き起こさ

れるか？に関する講演は，VostokとＤｏｍｅＣコ

アからのデータも併せての比較と仮説に対する検

証が順を追って明快に示され，日本代表としての

存在感を示していた．

この二つの講演でシンポジウムにおける氷床コ

ア研究の存在感は十分に示すことができたのでは

ないかと思っている．

3．堆積物コア

プロジェクトの日本側代表が本ＣＯＥに関わっ

ていることもあり，バイカル湖湖底堆積物コアに

関する多くの発表があった．その基調講演ともい

えるＡ､Ａ､Prokopenko氏の講演はJouzel氏に

触発されたかのような，これまた盛りだくさんな

内容で，門外漢の者にとっては早口の英語ととも
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についていくのがやっとの内容であった．とはい

え，湖底コアに含まれる各種プロキシを，ＧＣＭ

などを利用して気温や湿度と関連づけていく過程

やそこからミランコヴィッチサイクルを抽出し，

どの要素が効いているか？を検討していく過程は

明快で，バイカル湖コアの研究を傭倣できる内容

であった．Prokopenko氏には堆積物研究全体に

関する討論のセッションの座長もお願いしたが，

テーマを「年代決定」と「堆積時のプロセス研究」

に絞って議論を進めるなど，研究内容とは別のと

ころでも参考になることが多かった．

海底コアからは長島佳菜氏とＬ・ELisiecki氏

の講演があった．長島氏は詳細な分析によって，

Dansgaard-Oeschgerサイクルが日本海の海底

コアにも見い出すことができ，Ｄ０サイクルにと

もなう偏西風帯の南北移動によって堆積粒子の起

源が入れ替わる様子とその根拠をわかりやすく示

された．Lisiecki氏による海底コアのアーカイブ

構築とその周期解析は圧巻で，これから連携する

という，ＤｏｍｅＦｕｊｉコアとの共同研究に期待が

ふくらむ内容であった．特に１０万年周期が卓越

し始める時期が，軌道要素の中でもっとも影響が

少ないと考えられている離心率の弱まりとよく同

期している様子を示した図は，私にとっては大変

印象深かった．海底コアの持つ時間スケールを

もって初めて得られる結果といえる．海底コアの

お二人は学位を得たばかりのポスドクで，おそら

くそれ故に非常に内容の濃い講演であった．プロ

グラムを組む段階でLisiecki氏の研究内容を十

分に把握できず，モデリングのセッションに入れ

てしまったことが悔やまれる．若者かどうかに影

響されず，堆積物研究の基調講演とすればよかっ

たと反省している．いずれにせよ，漠然と「時間

スケールが異なる」という思いこみが強かった氷

床コアと堆積物コアの両分野が，連携を強めつつ

あるとの印象をもった．

4．古気候モデリング

ＣＯＥが昨年に続いて再度招隅した真鍋淑郎氏

の呼びかけが，このシンポジウムのきっかけと

なったこともあり，多くの古気候モデル研究者の

参加を得た．私の理解では，モデルを利用した古

気候研究は「気候感度」と「周期性の再現」に分

けられる．ＧＣＭを利用して北大西洋に淡水を強

制的に与え続け，北大西洋深層水循環の応答を見

るHeinrichイベントに関連する実験（ＢＬ・Otto、

Bliesner氏）や，氷期に想定される白いチベット

高原に対する海洋や氷床形成域の気温低下に関す

る実験（安成哲三氏）は前者に属する．一方，計

算に時間のかかるＧＣＭでは「スナップショッ

ト」しか見ることができないため，よりシンプル

なモデルを用いて気候の振動特性を再現し，その

振動が発生する原因を解析する研究（Ａ,Gano‐

polski氏および川田佳史氏）や氷期のＧＣＭ出力

を利用して氷床モデルを駆動し，「何が氷床の消

長の１０万年周期を駆動するか」というテーマに

取り組んでいる研究（阿部彩子氏）は後者に属す

る．この手の研究はImbrieの概念モデルが原点

となっているが，ここ１０年で実際のプロセスが

どう反映されているかよくわからなかった概念モ

デルから実際のプロセスをうまく取り込んだモデ

ルへと急速に進化しているようであり，今後核心

をつくような成果が出てくるのではないかと期待

はふくらむばかりである．

5．おわりに

アメリカやヨーロッパでの学会（ＡＧＵ/ＥＧＵ）

などで古気候の研究者が意見を交わすことはこれ

までにもあったであろうが，３日間じっくりと氷

期-間氷期サイクルについてお互いの手の内を見

せ合う機会はこれまで皆無だったという．そう

いった意味で，参加者，特に講演者の方々には大

変好評であった．これはひとえに真鍋氏のネーム

バリューと人柄，そして今回のテーマ設定（これ

も真鍋氏に負うところが大きい）が良かったこと

によるものであると思う．主催者側として多くの

研究者に良い機会を提供できたことを誇りに思う

一方，雪氷に関わる者としてこの領域にどう切り

込んでいこうかと思案する日々が始まっている．

研究に対するモチベーションを得られた点で，個

人としても非常に得るところの大きかったシンポ

ジウムであった．

最後になりますが，雪氷学会の全国大会と一部

日程が重複し，特に分科会関係者にはご迷惑をお

かけしたことを紙面をお借りしてお詫びいたしま

す．
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紹介した講演者による関連文献（氷床コア関連は

あまりに多いので省略）

Ganopolski，Ａ・andRahmstorf，Ｓ､，2001：Rapidcha、

ｎｇｅｓｏｆｇｌａｃｉａｌｃｌｉｍａｔｅｓｉｍｕｌａｔｅｄｉnacoupled

climatemodel､Ｎａｔｕｒｅ,409,153-158．

Ganopolski，Ａ､，Rahmstorf，Ｓ,，Petoukhov，Ｖ、and

Claussen,Ｍ､，1998:Simulationofmodemandgla‐

ｃｉａｌｃｌｉｍａｔｅｓｗｉｔｈａｃｏｕｐｌｅｄｇｌｏｂａｌｍｏｄｅｌｏｆｉnter‐

mediatecomplexity・Nature,391,351-356．

Lisiecki，Ｌ､ＥａｎｄＲａｙｍｏ，Ｍ､Ｅ・’2005:APilocence・

Pleistocenestackof57globallydistribtutedben‐

thic6l80records・Paleoceanography,２０，１－１７．

Nagashima,Ｋ､,Tada,Ｒ､,Matsui,Ｈ､､Irino,Ｔ､,Tani,Ａ・

andToyoda,Ｓ･’2006:Orbital‐andMillennial-scale

variationsinAsiandusttransportpathtothe

JapanSeaPalaeogeogr・Palaeoclimatol・Palaeoe・

col.,inpress，

Otto,Bliesner,Ｂ､Ｌ､,Ｂｒａｄｙ,ＥＣ.,Clauzet,Ｇ､,Ｔｏｍas,Ｒ､，

Levis,Ｓ,andKothavala,Ｚ,2006:Lastglacialmaxi．

ｍｕｍａｎｄＨｏｌｏｃｅｎｅｃｌｉｍａｔｅｉｎＣＣＳＭ３.』.Climate，

19,2526-2544．

Otto-Bliesner,Ｂ､L､,Marshall,Ｓ､』.,Overpeck,』.Ｔ,,Mil・

ler,Ｇ､Ｈ・ａｎｄＨｕ,Ａ､,2006:Simulatingarcticclimate

warmthandiceneldretreatinthelastinterglacia‐

tion・Science,311,1751-1753．

Prokopenko，Ａ､Ａ､，Karabanov，Ｅ,Ｂ､，Williams，，.Ｆ､，

Kashiwaya,Ｋ､,Ochiai,Ｓ､,Sakai,Ｈ､ａｎｄＫａｗａｉ,Ｔ・’

2002:Geomorphology:Ａｇｅｏｆｌｏｎｇｓｅｄｉｍｅｎｔｃｏｒｅｓ

ｆｒｏｍＬａｋｅBaikaLNature,415,976．

Prokopenko,Ａ､Ａ､,Williams,，.Ｆ､,Ｋｕｚｍｉｎ,Ｍ､1.,Kara‐

banov,Ｅ､Ｂ,Khursevich,Ｇ､Ｋ､andPeck,』.Ａ､,2002：

MutedclimatevariationsincontinentalSiberia

duringthemid-pIeistoceneepochNature,418,65-

６８．

Ｒａｙｍｏ，Ｍ､Ｅ､，Lisiecki，Ｌ・ＥａｎｄＮｉｓａｎｃｉｏｇｌｕ，Ｋ､Ｈ・’

2006:Plio-pleistoceneicevolume，Antarcticcli‐

ｍａｔｅ,ａｎｄｔｈｅｇｌｏｂａｌ６１８０ｒｅｃｏｒｄＳｃｉｅｎｃｅ,313,492-

495．

（2006年１１月２７日受付）

氷の物理化学に関する国際会議（PCI2006）参加報告

(IntemationalSymposiumonPhysicsandChemistryoflce:PCI）

開催日：2006年７月２３日（日）～７月３０日（日）

場所：ドイツ海事博物館，アルフレッドウェーゲ

ナー研究所（ドイツ・ブレンマーハヴェン）

1．概要

（北大・本堂武夫，内田努）

氷の物理化学に関する国際会議は，特定の学会

や組織とは独立した国際会議であり，氷をキー

ワードにしてさまざまな分野の研究者が一堂に会

するユニークな国際会議である．この国際会議は

約４年に１回開催され，今回の会議まで40年以

上続いている（前回は2002年にカナダニュー

ファンドランドで開催された)．今回の会議には

２５カ国から約200余名の研究者が参加し，約１５０

雪氷物性分科会

件の研究発表がなされた．参加者はヨーロッパ諸

国を始め，アメリカ，カナダ，日本などから大学，

国立研究所，企業などの研究者が参加した．日本

からも３０余名参加した．

本会議は氷に関する研究集会であるが，以下の

ようなセッションからなっている．

・生物の中の氷，分子の輸送特性

・雪とモルフォロジー，氷の化学的性質

・高圧氷とアモルファス氷

・氷の熱力学特性と量子化学特性

・氷の格子欠陥と核生成

・ガスハイドレート

・氷の力学的性質

・氷の表面と界面


